
尾本悪市先生は人類遺伝学を専門 とされてい

る。主として血液の遺伝標識にみられる変異を電

気泳動法により検出し,集団の遺伝的系統関係を

調べるご研究である。アジアの孤立諸集団を研究

対象とし,膨大な研究をされたが,中でもフィリ

ピンの山地でいまだに狩猟採集生活を行なう低身

長で黒い皮膚色の「ネグリト」の起源に関する調

査 。研究の成果は世界的に高 く評価されている。

人類学研究者をフィール ド調査型と実験室型に類

型化することがあるが,先生は両方にまたがる行

動する実験研究者である。ジニプでまる 1日 走っ

て辿 り着いたモンゴルの調査地のことや,フ ィリ

ピンのシェラマ ドレ山脈を整備不良の軽飛行機で

越えられたことなど,冒険諄に事欠かないが, こ

のようにして実際にご自分で野外調査 し採取 して

きた試料について実験をされた。それだけに実験

結果をもとに構築される先生の人類の系統関係に

関する説には説得力がある。近年DNA多 型の

データも加えられ,い ま隆盛の分子人類学の日本

での基盤を築かれた。

永年ご指導を仰いできたものとして先生の定年

退官を迎え感慨深いものがある。四半世紀 も昔 ,

私が人類学教室の遺伝研究室に出入りするように

なった頃,先生の研究室は 2号館地下にあった。

暗い階段を下 りると研究室前の廊下には大きな舟

の民俗標本などが置いてあり,その傍に遠心機や

フリーザーが置かれていた。何かすえた臭いがし

たことを覚えている。そこはかつて土器などの標

本室だったと聞く。先生が人類遺伝学を志された

頃の人類学教室では,遺伝学的な研究はほとんど

行なわれていなかった。当時よく教室を訪れた日

本の人類学の先達からはそのような研1究が批半1的

に受けとめられていたようである。先生はミュン

尾本恵市教授ご退官にあたり

平 井 百 樹 (人類学専攻)

ヘン大学に留学 し,西欧諸国の人類学 。人類遺伝

学の動向を見 られ,帰国後この研究室を整備 さ

れ,血清蛋白や血球酵素の遺伝標識を用いた集団

レベルでの研究を始められた。のちに研究室は 3

階に移 り,人類学専攻に進学する院生の半数は何

らかの形で遺伝学的な手法を用いた研究を行う状

況にまでなるのだが,そ の基礎はこのようにして

築かれた。当時先生は長身を実験机の上にかが

め,電気泳動用のグルに小さな渡紙にツトみ込ませ

た血液試料を横一直線にアプライされていた。そ

の泳動像はきれいなものであった。

先生はとても器用である。実は,先生は蝶の収

集家としても一流である。キチョウ類の標本を見

せて頂いたことがあるが,すべて対称的な形の良

い展翅が施されていた。ある調査地でのことであ

る。昼休みに荷物の中から折畳式の捕虫網を取 り

出され,叢に入っていかれた。 しばらくたたずみ

やがて静かに網を振るとその中には蝶が入ってい

た。先生が採集される姿を見るのは初めてであっ

た。私は,先生が猛然と蝶を追いかけ,強引に網

を振 り回して仕留めるというスタイルをとられる

ものとばかり想像 していたのでこれは意外であっ

たが,納得 もした。多分よく状況を祝察され,蝶
の習性などを考えたうえで飛翔する道筋で捕獲の

時を待っておられたのである。研究でも情報を周

到に集め, ここぞというところを攻める。海外調

査の成否は,調査対象の選択ばか りでな く,気
候,人脈,そ して時には調査費のや りくりに重要

な円交換レー トにまでもかかっている。先生の場

合は,全てのタイミングが良 く調査はいずれも成

功裡に行われてきた。それらは生来の勘と運の良

さもあるが,やはり該博な知識 と周到な準備と決

断力によるものである。こうして上述のようなネ
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ゾリト1調査②艇築構摯おつた。

調査理でご■備して躊心す量の1銭 霙地1の爾究

者警葵覆し 若い研究者進育てるべぐ努力脅れて
'

しヽる点である。調謄篠に難 0も と輔 をす登

ため来資するアシアの学生も蒙 1ヽ,bそ れにして

も,小教室にあって会議傷多忙をきわめる輛 =

で,幣渇徘究のサ‐ル をしてここ.ま で来られた

ことは大変で討うたものと呼察する|,数年前の‐

時期摯少し,鉤顧爆めど様子がみえた頃妙め,るが,

どうも後鞠囀 が至ら藤ために発生にご曇力な

わかけしているのではないかと,思 った:も ,のであ

る。融 多‐くの備子緩育てられ鳳 それぞれに

いろいう端 に印 して朧 して
―
いる汎 こ|れ

までは光業‐を中1脚こ.し て大きな求心力とヽそれに比.

側し罐 心力と,のバラン
ー
スが爆縫れてきたoこ,の

:壮銅奪1保つにはまむ発生のお歯総えを必要と|す

る。東大退官後も,蘇都の国際日本文化研究セン

ターの数経|を締められ違。鎧《申聾雲南漕にもで|

‐か、げる結ると個った。先生,|         れ

ふ人隋 であわと私ども1は藁続すれ これまで

1駁閣郡軌輩きにわlた ,聰 鮭おい。研究雄雛育

にご尽力されたことに感謝し,先生の今後のさら

なふ尋喬躍誉櫛合する。

― 虚 ―


